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埼玉県岩殿丘陵に分布する中新統の珪藻化石層序
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A恥stract：The　marine　diatoms　are　studied　from　the　Miocene　sequence　distributed　in

Iwadono　Hil1，Saitama　Prefecture，central　Japan．The　Miocene　deposits　of　this　area

consists　of　the　Kamikarako，Iwadono　and　Ohashi　Formations　in　ascending　order．The

Iwadono　Formation　is　composed　of　the　Godo　Conglomerate，Negishi　Sandstone　and

Shogunzawa　Siltstone　Members．The　Ohashi　Formation　consists　of　the　Hatoyama

Sandstone　and　Siltstone　Member　andthe　Imajuku　Sandstone　Member　in　ascending　order．

Diatoms　occur　in　the　Shougunzawa，Hatoyama　and　Imajuku　Members．The　Shogunzawa

Member　and　the　lowest　part　of　the　Hatoyama　Member　are　assigned　to　the　Middle

Miocene　Z）翻初Jo卿sヵ彫4吻oゆhαZone（NPD5B）of　Akiba’s（1986）Neogene　North

Paci五c　Diatom　zones．The　main　part　ofthe　Hatoyama　Member　andthe　Imajuku　Member

are　placed　in　the　late　Middle　to　eariest　Late　Miocene　Thα嬬sJos枷招伽Zone（NPD5C）．

The　diatombiostratigraphy　ofthisstudyprovidesthe　precise　chronology　for　theMiocene

sequence　in　this　area，along　with　previously　reported　planktonic　foraminifers　and　fission

track　datings　of　tuff　layers．

要　　旨

　埼玉県岩殿丘陵に分布する中新統の珪藻化石層序につ

いて研究した．岩殿層将軍沢シルト岩部層の中上部と大

橋層の鳩山砂岩・シルト岩部層の最下部は，Akiba
（1986）の1）6％読％Zoφs乞s2）窺84づ窺oゆhαZone（NPD5B）に

対比される．大橋層の鳩山砂岩シルト岩部層の主部と大

橋層上部の今宿砂岩部層は，Th惚ssJos枷yの8づZone

（NPD5C）に対比される．本研究における珪藻化石の

データとこれまで報告のあった微化石及びフィショント

ラック年代を総合して，本地域の新第三系に関する年代

層序を明らかにすることができた．また，これに基づい

て，本地域の中新統と富岡地域の中新統との確度の高い

対比を行うことができた．

1．はじめに

　関東山地の北東縁にあたる埼玉県中央部には，主に中

新統によって構成される低平な丘陵が発達している．こ

のうち，岩殿丘陵に分布する中新統の層序と構造に関し

ては，藤本（1926）以来数多くの研究がなされてきた（小

林，1935；渡部ほか，1950；矢崎・宮下，1963；福田・

石和田，1964；松丸，1977；松丸・林，1980；小池ほか，

1985；間嶋，1989）．これらの中新統の地質年代に関して

は，これまでは主として中新統下半部から報告のある軟

体動物化石（Hatai　andMasuda，1962；角田ほか，1979；

間嶋，1989など），有孔虫化石（福田・石和田，1964；松
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丸・林，1980；小池ほか，1985），及び凝灰岩のフィッ

ション・トラック年代（Kasuya，1987）に基づいて考察が

なされてきたが，中新統上半部については年代を議論で

きるようなデータは全くなく，他地域との対比について

も未解決の間題が残されていた．

　本研究は，従来未確定であった岩殿丘陵の中新統上部

の年代に関する信頼できるデータを得ることを目的とし

て，珪藻化石を用いて年代層序学的な検討を行い，本地

域の中新統の年代及び他地域との対比について考察した

ものである．

2．層序の概要

　岩殿丘陵の中新統の層序に関しては，最近小池ほか

（1985）及び間嶋（1989）によって総括がなされている．こ

こでは，小池ほか（1985）の層序区分にしたがって層序の

概要を以下に示す．

　本地域の中新統は，下位から上唐子層と都幾川層群に

区分される（第1図）．上唐子層は，本地域の北縁部の都

幾川及び槻川沿いに分布する砂岩シルト岩互層及びシル

ト岩からなる地層であるが，露出が断片的でかつ断層に

よって寸断されており，その層序及び下限は明らかでな

い（第2図）．上唐子層を不整合に覆うと考えられている

都幾川層群は，より南方に広く分布し，下部の岩殿層と

上部の大橋層の2分される．今回珪藻化石の検討を行っ

たのは，このうち都幾川層群のみである．

　岩殿層は，下位より神戸礫岩部層・根岸砂岩部層・将

軍沢シルト岩部層に3分される．神戸礫岩部層（層厚約

70m）は，礫岩ないし砂質礫岩から構成され，二枚貝や

巻貝などの軟体動物化石を多産する．根岸砂岩部層（層

厚約60m）は，主にシルト質り中粒一細粒の塊状砂岩で

構成され，二枚貝・巻貝等の軟体動物化石を産出する．

将軍沢シルト岩部層（層厚約400m）は，砂質シルト岩又

はシルト岩からなり，貝化石・植物化石を含む．なお，

岩殿層中には，凝灰岩層が数多く挟在し，鍵層として追

跡される．小池ほか（1985）は，1－1から1－13までの13

枚（第2図），一方間嶋（1989）は，T6－T10の5枚の凝灰

岩層を鍵層として確認した．これらのうち，小池ほか

（1985）の1－8と間嶋（1989）のT9は同一で，渡部ほか

（1950）で定義された将軍沢凝灰岩に相当する．また，小

池ほか（1985）の1－12と間嶋（1989）のT10は，渡部ほか

（1950）の奥田凝灰岩に相当する．

　岩殿層を整合に覆う大橋層は，鳩山砂岩・シルト岩部

層及び今宿砂岩部層に2分される．鳩山砂岩・シルト岩

部層（層厚約200m）は，主に細一粗粒砂岩と砂質シルト

岩一シルト岩の数cmから200cm前後の互層からなり，

一部に礫質砂岩を挟む．軟体動物化石の産出は希で，二

枚貝等の破片が認められる程度である．今宿砂岩部層

（層厚150m以上）は，主に中一粗粒の砂岩で構成され，

層準によっては礫及び貝化石・植物片が混入する．

3．試料採取及び分析方法

　試料採取は，根岸一奥田ルート，将軍沢ルート及び奥

田一赤沼ルートの3つのルートで行った（第3図）．嵐山

町根岸から鳩山町奥田にのびる前川に沿った根岸一奥田
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第1図　岩殿丘陵の中新統の層序（小池ほか，1985）

Fig．1Stratigraphy　of　the　Miocene　sequence　in　the　Iwadono　Hi11（Koike6厩1．，1985）。
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ルート（R－1，R－1’）では，岩殿層のほぼ全層準から計35

個の試料を採取した（第4図）．嵐山町将軍沢の南方の小

沢に沿った将軍沢ルート（R－2）では，岩殿層の将軍沢シ

ルト岩部層の中一上部から合計11試料を採取した．鳩

山町奥田から赤沼に至る奥田一赤沼ルート（R－3）におい

ては，散点的に露出する大橋層から計8試料を採取した．

　試料の処理は，以下の方法で行った．試料約5gを

ビーカーにとり過酸化水素水と塩酸を加えて試料の泥化

と有機物の分解・漂臼を行う．次に蒸留水を満たし，分

散剤（ピロリン酸ナトリウム水溶液）を加えて放置する．

その後，上澄み液中に浮遊した粘土分を上澄み液ととも

に除去し，珪藻殻の濃縮を行う．この操作を杢5回繰り

返す．次に，L字形管分離で砂質分の除去を行い，検

鏡し易い濃度に希釈し，カバーガラス上に滴下して乾燥
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第2図　岩殿丘陵の地質図

　　　小池ほか（1985）を一部修正．地点Dは栗原（1994MS）による上唐子層の珪藻化石産出地点を示す．

Fig．2　Geological　map　of　the　Iwadono　Hi11（after　Koike6厩1．，1985，partly　modified）。Locality

　　　D＝diatom　fossil　locality　in　the　Klamikarako　Formation（Kurihara，1994MS）．
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第3図　調査位置及び調査ルート（地形図は国土地理院の2万5千

　　　分の1「武蔵小川」「越生」を使用）

　　　R－1，R－1’：根岸一奥田ルート；R－2：将軍沢ルート；R－31

　　　奥田一赤沼ルート．

Fig．3Map　showing　the　Iocation　of　samples　studied（Topo－

　　　graphic　maps“Musashiogawa”and“Ogose”，1：25，000

　　　in　scale，Geographical　Survey　Institute）．

させる．乾燥した試料上に封入剤のプリューラックスを

滴下し，スライドガラスに貼り付け永久プレパラートを

作製する．

　検鏡は，1000倍で行い，メカニカルステージを用い

任意に出現する珪藻化石が100個体以上になるまで同

定・計数した．また，全体を精査し，含まれる種の見落

としのないように努めた．なお，殻が半分以上破損した

ものについては同定・計数は行っていない．

4．珪藻化石群集

根岸一奥田ルート（R－1，R－1’）

　35個の試料のうち将軍沢シルト岩部層から採取した

27個から珪藻化石が産出した（第1表）．しかし，神戸

礫岩部層及び根岸砂岩部層のすべてと将軍沢シルト岩部

層の中上部の一部の計8試料にはほとんど珪藻化石が含

まれていなかった（第2図）．産出した珪藻殻の保存状態

は，全体に不良であり，完全個体数が極めて少ない．比

較的多く産出した種としては，丁肋1召ssづo％耀
％」なs6hJo乞46＄Pとzπzl乞ζz　s％」αzたz，Z）ωz渉勿z610プ）s乞s　s2ηzo多zs6％」4

Zλ　z／z6憩α短昂　Z）．1）窺64乞ηzo厚）h¢　C7zκ歪46多zガ6z6孟ごzカz6％6たz如

及び・40枷oσol欝勉g伽sがあげられる．これらのうち

T％漉s6hloづ46s及びP　s％♂oα如などの沿岸から内湾環境

を示す種が極めて高い頻度で認められ，これらを合わせ

た産出率はいずれの試料でも全体の70％以上である．P．

s加碗s6競は1－22％，n働ゆ漉は1－8％の頻度で，採

取試料のすべてから産出した．C7瑠吻醜o吻ヵ観磁孟召

は，試料No．20まで数％の頻度で比較的連続的に産出

するが，それより上位の試料には認められない．また，

試料No．4，8，27，30及び33から（二吻oo伽初がわずか

に産出した．

将軍沢ルート（R－2）

　計11個の試料すべてから珪藻化石が産出した（第2

表）．珪藻化石群集の産状は，上記の根岸一奥田ルート

とほぼ同様である．Th召然蜘n翻σ％漉s6h鋭4礁勘鰯伽

s％lo伽，Z）翻加loカsづss初zo％sε煽，P．捌lg醜s，P．

ヵ鵤64加oゆh¢C剛6づ磁％痂ぬヵ観o嬬召などが比較的高

い頻度で産出した．

奥田一赤沼ルート（E－3）

　8個の試料のうち，試料No．1－4及びNo．7から珪藻

化石が検出された（第3表）．比較的多産した種としては，

Thα如ss乞o％6ηzα　％乞虎s6hσo乞46＆　／10ガ％oヵかohz6s　s6錫召短z6S

Pとzzとzlぎα　　s％16αたz．　Z）67zあoz610カs乞s　／）zとz64づηzo厚）hα，　Z）．

S初ZOηS6η瓦1〕㌧∂％勾召7乞Sなどがあげられる．丁

勉伽oh魏4醐P　s％lo磁は，他のルートと同様に高い頻

度で産出し，これら3種で全体の80％以上を占める．
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第4図　各ルートの地質柱状図及び珪藻化石層序

　　　R－1，R－1’：根岸一奥田ルート；R－2：将軍沢ルート；R－3：奥田一赤沼ル

　　　ート．Xのある試料は，珪藻化石が産出しなかった試料．

Fig．4　Stratigraphic　columnar　sections　showing　stratigraphic　positions

　　　of　samples　studied．Samples　marked　by　X　contain　no　diatoms．

Z）6％〃oz61ρρsゑs力名α64ガ％zoη）hα，Z：）。sづ％zoηs6％飢Z）。z7z6匁召7乞s

の産出率は1－4％程度である．なお，nヵ窺64珈o勿加

は本ルート最下部の試料No．4のみから検出された．

5．考　　察

5．1珪藻化石層序

　本論では，Akiba（1986）の北太平洋珪藻化石帯区分を

使用する．

　根岸一奥田ルート（R－1，R－17）は，岩殿層のほぼ全層準

をカバーする（第4図）．本ルートでは，最下部の神戸礫

岩部層と根岸砂岩部層より採取した2試料からは珪藻化

石は産出せず，本ルートでの下限の化石帯は確定できな

い
． しかし，上位の将軍沢シルト岩部層の試料No．3か

らNo．28までは，ほぼ連続的に珪藻化石が産出し，特

に珪藻層序学的に重要なZ）6％云Jo％loφs乞sヵ鰯6漉郷oゆhσが

検出された（第1表）．本種は，Akiba（1986）のn

ヵ昭64∫〃zoゆ加Zone（NPD5B）の指標種であり，この珪

藻化石帯（NPD5B）は本種の全産出範囲（Range）で定義
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ま
の

1

第1表根岸一奥田ルート（R－1，R－1’）における珪藻化石産出表　＋＝pre串ent；一＝absent，

Table　l　Diatom　occurrence　chart　in　Negishi－Okuda　route（R－1，R－1’）．

Member ShogmzawaSntstoneMemberoftheIwadonFo皿a樋on

Routen皿1ber R－1R－1R－1R－1R－1　R－1　R－1　R－1　R－1　R－1R－1　R－1R－1R－1　R－1R－1　R．一1　R－1　R－1R－1R－1R－1　R－1

Samplenumber 3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　10　　11　　12　　13　　16　　17　　18　　19　　20　　21　　22　　24　　25　　26　　27　　28

Diatomzones D8撹’oμ’op5∫3pr㏄4砺OJワ肱　Zone（NPD5B）

Aα加oのd粥εZゆ∫言o醐Gnmow血Van　Huerck ＋　　　＋　　　　2　　　一　　　一　　　＋　　　　2　　　1　　　2　　　1　　　2　　　－　　　1　　　1　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

ハ．’ηgεπ5　f，’蕗gεηs　（Ra血ay）V阻血g　et　Schrader 5　　　2　　　3　　　3　　　2　　　4　　　3　　　＋　　　4　　　2　　　6　　　3　　　2　　　5　　　5　　10　　　8　　＋　　　3　　　1　　　3　　　4　　　3

Aα∫noPリンcみ瑚3ε㎜f醐　（Ehre伽rg）Ehrenberg 2　　　2　　　2　　　3　　　＋　　　＋　　　　1　　　1　　　1　　　1　　　1　　　1　　　5　　　4　　　5　　　7　　　3　　　－　　　1　　　1　　　一　　　＋　　　　3

／皇司ワθ’∫’σ8π4∂’（Kanaya）Shns　et　Fryxe皿 3　　　一　　　＋　　　　1　　　一　　　一　　　一　　　1　　　＋　　　＋　　　　一　　　一　　　1　　　2　　　－　　　1　　　8　　　2　　　8　　　1　　　1　　　3　　　5

A．η04躍旋7σ　（Schmidt）F甲xe狂et　S血 一　　　一　　　一　　　1　　　2　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　1　　　一　　　　一　　　＋　　　＋　　　　4　　　3　　　　1

A．vε伽伽’脚（Pantocsek）Sims 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　＋　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　3　　　2　　　－　　　1　　　一　　　一　　　一　　　2

σ卿惚瞬o鷹㈱（Sheshukova）W皿iams 駆　　　　一　　　　一　　　　十　　　　十　　　　→■　　　　一　　　　一　　　　十　　　　十　　　　曽　　　　一　　　　ロ　　　　ー　　　　曹　　　　辱　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

C．槻boθ厩‘召（Schrader）Aldba　et　Yanagisawa 2　　　→・　　＋　　　　1　　　1　　　＋　　　＋　　　＋　　　　一　　　一　　　1　　　－　　　1　　　－　　　1　　　＋　　　＋　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

Co50’π04言50μ5脇8加α∫μ3Ehrenberg 一　　　→・　　＋　　　　一　　　1　　　÷　　　　一　　　一　　　1　　　一　　　一　　　一　　　一　　　1　　　2　　　2　　　2　　　一　　　一　　　一　　　一　　　1　　　1

αμo’ぬ濯’oμZα濯σoわσ’oα（G㎜ow）Akiba　et　Yanagisawa 一　　　十　　　　曹　　　　一　　　　一　　　十　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　十　　　　騨

（二ρ泌c∫必α（Schrader）Akiba　et　Yanagisawa ＋　　　　1　　　＋　　　　＋　　　＋　　　　2　　　　1　　　3　　　　1　　　＋　　　　一　　　＋　　　　一　　　　1　　　－　　　1　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

Pε膨∫o房10ps∫3cf乙苑瑚∫ε漉猷S血onsen　et　Kanaya）S血onsen ＿　　　＿　　　一　　　＿　　　一　　　＿　　　＿　　　一　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　＿　　　＿　　　＿　　　2　　　一　　　一　　　r　　　一

P．ρ7㏄4加π》ψ苑ごzBa∬onexAkiba 3　　　1　　　＋　　　2　　　1　　　一　　　＋　　　　2　　　一　　　一　　　一　　　1　　　＋　　　＋　　　＋　　　　1　　　＋　　　一　　　一　　　＋　　　→・　　＋　　　　一

D．5伽oηsε擁Yanagisawa　etAkiba 22　　　2　　　3　　　＋　　　1　　　6　　　6　　　1　　　1　　　3　　　5　　　1　　＋　　　3　　　4　　　7　　　1　　＋　　　5　　＋　　　1　　　一　　　一

P．vμ18α7f3（0㎞no）Yanagisawa　et　Akiba 1　　＋　　　3　　　1　　　1　　　4　　　4　　＋　　　＋　　　一　　　3　　　一　　＋　　　3　　　3　　　2　　　1　　　－　　　8　　＋　　　2　　　3　　＋

S－type　g廿dle　view　of　P、5肋oπ3ε瞬　group 6　　　一　　　＋　　　　3　　　→・　　　1　　　2　　　一　　　＋　　　　1　　　2　　　1　　　－　　　1　　　4　　　6　　　3　　　－　　　6　　　2　　　5　　　3　　　＋

惚加α螂廊（B㎜）Akiba 一　　　2　　　－　　　5　　10　　　2　　　一　　　＋　　　　一　　　1　　　1　　　2　　　－　　　3　　11　　10　　　1　　　－　　　4　　　　一　　　一　　　＋　　　　3

ハ4ε4置αア∫σspZθπ4繊z　Shesむukova－Pore陀ukaya 一　　　十　　　÷　　　　騨　　　一　　　十　　　→一　　　十　　　十　　　　一　　　層　　　十　　　十　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　r　　　十　　　　一　　　一

N’∫z5chぬ惚ε7ρpoJ’σαSchrader 十　　　十　　　十　　　一　　　需　　　一　　　1　　十　　　十　　　十　　　一　　　一　　　一　　十　　　。　　　一　　　一　　　一　　　ロ　　　。　　　一　　　一　　　一

Pαrα1∫α5躍oα‘σ（Ehrenberg）Cleve 3　　　3　　　＋　　　　2　　　7　　　＋　　　　4　　　3　　　　1　　　6　　　4　　　　1　　　5　　　1　　11　　　3　　　5　　　2　　　＋　　　　6　　10　　　9　　　＋

R漉030’ε加4η⑳oεηご6αSchrader 1　　　＋　　　　1　　　2　　　1　　　3　　　一　　　一　　　2　　　3　　　4　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　＿　　　＿

Ro膨∫ごz　oσ’⑳7π∫o‘2Peragano血Te皿pe『re　et　PeragalIo 一　　　一　　　十　　　　一　　　一　　　十　　　　一　　　一　　　榊　　　一　　　脾　　　”　　　一　　　P　　　一　　　一　　　－　　　曹　　　璽　　　一　　　十　　　　一　　　一

3珈o膨η溜のα7わo’（B㎜）Femer 一　　十　　　一　　一　　一　　一　　　一　　一　　　一　　一　　一　　　一　　1　　1　　－　　1　　一　　一　　一　　一　　1　　一　　＿

T72躍侭3’o惚η奴みか034ゼε欄is　（Kanaya）Schrader 一　　　一　　　4　　　　1　　　2　　　一　　　一　　　一　　　5　　　一　　　一　　　一　　　5　　　＋　　　　一　　　一　　　1　　　1　　　6　　　＋　　　　7　　　6　　　7

T．諺z5ぬo’伽（Grunow）H．etM．Peragallo 48　　79　　77　　67　　65　　68　　68　　83　　74　　69　　66　　17　　74　　65　　47　　38　　56　　50　　54　　86　　62　　59　　72

丁宛躍醐3’03’τごz8ア襯ow茸Akiba　et　Yanagisawa ＋　　　＋　　　　1　　　－　　　1　　　2　　　1　　　＋　　　　2　　　2　　　一　　　一　　　一　　　1　　　1　　　一　　　一　　　一　　　1　　　一　　　＋　　　　一　　　1

Tゆ∫oμs（G㎜ow）HasleetFryxeU 一　　十　　　十　　　一　　　一　　　＿　　　1　　　1　　十　　　一　　　1　　　－　　　。　　　一　　　再　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　，　　　一　　　一

τP鷹漉齪砥A】dba 1　　十　　　1　　　一　　十　　　十　　　1　　　－　　　r　　　一　　　一　　　r　　　”　　　一　　　一　　　－　　　一　　　r　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一

T　c五’ε濯pεrε’（B㎜）Akiba　et　Yana衷sawa ＋　　　　2　　　2　　　3　　　＋　　　　2　　　2　　　1　　　＋　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　2　　　－　　　1　　　一　　　一　　　1　　　一　　　一　　　一　　　　1

T　c五yα加∫（Kanaya）Aldba　et　Yanagisawa 十　　十　　　一　　一　　一　　十　　　＿　　＿　　　一　　十　　　＿　　　＿　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　十　　　1　　一　　一　　　一

丁肋’翻o∫倣’oπ9∫曲昭CleveetGru耳ow 1　　　　1　　　1　　　　一　　　→・　　　＋　　　　→一　　　一　　　　1　　　　－　　　　1　　　＋　　　　1　　　＋　　　　1　　　1　　　3　　　　一　　　　一　　　　一　　　　1　　　　1　　　　1

Mis㏄Ilaneous 2　　　5　　　＋　　　　5　　　5　　　6　　　3　　　3　　　5　　　11　　　3　　　3　　　4　　　6　　　5　　　5　　　6　　　2　　　＋　　　　2　　　3　　　8　　　＋

Tot飢n㎜1berofvalvesoo皿紀（i 100　　100　　100　　100　　100　　100　　100　　100　　100　　100　　100　　　30　　100　　100　　100　　100　　100　　57　　100　　100　　100　　100　　100

Sho91皿zawaM．

P．P鷹認’㎜アphα

一　一　1　－

6774－　1　一　一
5 3　1　1
一＋　1　1
一　一　1　一
十　十　一　十
1＋　一　一
一・一　一　1

．　2 一＋
＋　＋　1＋

十　一　十　十

3　3　1　2
4 4 24
5　3　2　1
一　一　1　3

一　十　一　十
5 862一　一　一　十

十　十　÷　十

814125

一　一　3　1

2　1　1　4

1　543

誉

瑚

劃

魁

旱

滋

難

鵬

合

聴

霧

峯

dロ



埼玉県岩殿丘陵に分布する中新統の珪藻化石層序（堀内誠示・柳沢幸夫）

　第2表将軍沢ルート（R－2）における珪藻化石産出表

　Table2　Diatom　occurrence　chart　in　Shogunzawa　route（R－2）．

Member ShogunzawaS丑tstoneMemberoftheIwadonoFoma亘on

Routenumber R－2 R－2 R－2 R－2 R－2 R－2 R－2 R．2 R．2 R－2 R－2

Samplenumber 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
DiatomZone P8雇ごo房’op5’5ρ7αεのno老ρh‘Zone（NPD5B） ？

Ao枷ooyoJ硲8’伽〃o灘s　G㎜ow血Van　Huerck 1 障 一 1 1 嚇 1 2 1 1 冒

A，　　　　　　　　∫π86ns　f，’π8εη5　（Ratt■ay）V凸it血g　et　Schrader 1 1 2 3 6 6 1 1 4 9 一

Aoε’πoPり℃h鰐s6nα7’麗s（Eh】℃nberg）Eh■enberg 一 1 3 1 4 3 2 6 6 10 一

A2ρ8鉱如επ吻∫（Kanaya）Shns　et　Fryxen 一 一 一 1 1 ｝ 一 1 1 陶 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輿
A．　　　　π04躍㌍70（Sc㎞dt）Fryxel　etr　Sセns 曽 一 一 層 一 り 冒 一 1 1 一

A．　　　　　v8∫硲該’ε部〃観（Pantocsek）Shns 1 一 1 一 一 ｝ 旧 1 一 1 一

Cαv磁鱒ノoμsθα灘（Shesぬukova）W皿ams 2 1 2 1 卿 1 9 1 1 一 一

Co50加o読50硲η昭78玩（z飢こEhrenberg 一 1 一 一 1 ｝ 一 一 1 2 一

C7彫o∫48雁o麗’‘n’coわα裡cα（Grunow）Akiba　et　Yanagisawa 軸 一 1 一 1 ｝ 口 1 一 1 輯

C．　　　　　pμnc奴奴（Schlader）Akiba　et　Yanagisawa 3 一 3 3 1 2 一 3 一 1 榊

1）8n〃o躍ops’s　h）7α’∫ηα（Schrader）S血onsen 1 需 1 一 一 ｝ 『 一 一 一 －

Z》．　　　　　　　　Zαμ友z（Ba皿ey）S㎞onsen
騨 一 一 一 薗 鯛 騨 層 一 1 一

D。　　　　　　　P7α64’灘04》hαAkiba　ex　Baπon 2 1 一 1 一 3 一 8 3 11 一

Z）．　　　　　s伽oπ5ε罐Yanagisawa　et　Akiba 3 4 2 1 2 6 3 一 1 一 一

D．　　　　　v認8α7∫5（0㎞o）Yanagisawa　et　Akiba 9 22 15 10 5 25 12 6 4 1 一

Hyα‘04∫50麗oわ50」α灘　Sheshukova 1 2 2 1 1 1 一 1 2 1 一

1舵わ8α診8脚3（Bm）Akiba 1 一 一 － 一 2 一 1 1 一 噂

ルf8戯α7’α躍18π4’4αSheshukova 一 一 一 1 一 P ’ 一 哺 胃 一

ハ4．　　　　壊ワ」8π4’44£ε8πεr召Schrader 一 一 一 層 一 一 一 一 『 一 一

MεJo5かα80’　（Ehrenberg）Ku”惚血g 1 2 一 脾 1 帰 一 1 1 1 一

Pα7αZ如s麗Zαz如（Ehrenberg）Cleve 8 1 4 2 5 6 1 10 13 37 3
P1αη蜘’如ε7め1απo扉αεEmissee 一 1 一 一 一 一 一 一 噌 2 需

Ploわoso’αα’‘z如（B豆ghtweU）Sundsto”m 一 需 一 一 一 曽 一 層 一 一 一

Rん彪0501εn’α　hθわ8ホα女z　f．ん’8㎜”8　GTan
一 一 一 騨 甲 胃 一 一 － 一 一

R．　　　　　　　灘∫ooεπ∫αz　Schrader 4 6 3 ” 署 1 一 一 一 閣 騨

R．　　　　cf　　醒yJの7ηz’3　B】ゴghtwel（robust） 一 一 1 1 一 1 一 1 1 一 一

・Ro砿’αoα’の7π∫o¢Pe－aga皿o　in　Tempeure　et　Pemgano 一 一 一 単 胴 一 一 一 一 層 一

S枷o膨惚伽加7わo’（Brm）Femer 一 騙 一 噌 一 一 一 一 1 一 一

S．　　　　Pアα伽アわo翠（Schlader）Femer “ 一 一 騨 冨 1 一 1 1 冒 一

S診8〃αr伽α雁αoか’必（E㎞enberg）Hasle　et　S血1s 一 1 一 1 一 一 一 1 『 一 一

S吻h磁080脚伽zのyαεKanaya P 一 胃 一 一 一 鰯 一 一 一 一

丁加’硲5∫onε脚hか05磁∫8n5’5　CKanaya）Sc㎞a（1er 一 一 一 一 一 1 一 欄 6 一 一

丁　　　　　擁z50カlo∫4ε5（Gmlow）H．etM．Peraga皿o 103 94 100 142 129 122 138 139 123 97 『

丁加1αss’05かαわ■μn琵Akiba　et　Yanagisawa 一 一 一 冒 一 一 一 一 一 1 閣

T　　　　　　87襯ow∫’Akiba　et　Yanagisawa 一 一 』 『 胃 一 一 1 響 層 一

T　　　c£　　訪8“ψ8■ε∫（B㎜）Akiba　et　Yanagisawa 2 1 2 1 1 層 1 一 1 旧 一

皿　　c£　　yの8’（Kanaya）Akiba　et　Yanagisawa 一 一 一 層 一 口 旧 1 1 1 一

丁肋’α5sごo痂1醜10π8∫58’η2αCleve　et　Gnmow 2 1 1 2 1 1 一 2 3 7 一

T1’oε7α琵μ醒coη話εooア麗〃2B】ゴghtwel 一 一 一 嚇 層 1 一 一 一 一 一

Miscellaneous 13 11 11 4 28 10 18 23 27 33 2
Total　number　ofv組ves　counted 145 140 143 173 160 183 159 189 177 186 3
RestillgsporeofC惚君oc870s 54 56 54 32 22 43 32 31 30 58 0
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第3表
Table3

奥田一赤沼ルート（R－3）における珪藻化石産出表P．ヵ．＝、06n伽Jo卿s卿64Z窺oゆhσZone（NPD5B）。

Diatom　occurrence　chart　in　Okuda－Akanuma　route（R－3）．

Member Hatoyama Sst．＆Sltst。M． Imaju㎞M．

Route　number R－3 R－3 R－3 R．一3 R－3

Samplenumber 4 1 2 3 7
Diatom　zones D．μ 丁勉’α5s’05かα yαわε’Zone

Ao枷ooyoZμs8’ゆガo硲G㎜ow血VIm　Huerck 一 一 一 1 騨

A。　　　　　　　∫ng8π5　f加98η3　（Rat1Tay）V陥i血g　et　Sc㎞ader 2 1 1 2 1
A（漉ηρρり70ん粥3επαπμ5（Ehrenberg）Ehrenberg 1 1 9 9 4
Azp8∫ガα6π祓》ご（Kanαya）S血et　Fryxen 2 3 1 2 7
A．　　　　π04認㌍7α（Sch血dt）Fryxen　et　S㎞s 一 1 一 一 3
A．　　　　vα娚重ご3s∫醒α　（Pantocsek）S㎞s 一 1 騨 一 1
Cαv∫嬬媚ノo姻εα燃（Sheshukova）W皿iams 1 1 2 1 1
Co50’π04応o硲〃昭78∫nα！躍E㎞enberg 一 一 1 1 一

D8π証o泥’oP5’3苑麗s護ε4∫∫∫（S㎞onsen　et　Kanaya）S㎞onsen 一 一 2 一 一

Z）．　　　　　　　hyαZ加α（Schrader）S血onsen 一 一 1 一 一

D．　　　　　　　prαε4’〃；oηphα魍ba　ex　Ban’on 2 一 圏 一 髄

1）．　　　　　5肋oη58観Yanagisawa　et　Akiba 3 5 9 2 一

」D．　　　　　v配」8αr’s（0㎞no）Yanagisawa　et　Akiba 2 7 5 8 3
HyαZo4∫so硲oわ50’α硲　Sheshukova 1 1 一 一 瞬

Z励8α嬬彫娯Bm1）A】dba 一 1 1 一 一

M8’osか050」　（Bhrenberg）Ku”tz血9 1 1 一 一 1
ハ砲044ρh∫nε’5Pε1α9’oαTa㎞o 一 一 3 1 一

N鉱250ん∫αohα’Z8π8εガSchrader 一 ’ 2 一 一

0吻膨ε〃ααμ1磁（Lyngbye）Agardh 一 曹 2 一 一

Pα7α’如躍Joα如（Ehrenberg）Cleve 3 5 2 4 6
Rh’zo50’8η’α　hεb8菰α廊zf．h’8㎜距s　Gran 一 1 一 1 冒

R．　　　　　　　ηz∫ocεn’oαSchエader 一 1 一 哺 一

R．　　　　　醒y’の7雁短Bhghtwe11 1 1 1 り 一

Ro砿彪cα’のz擁oαPeragallo　in　TempeIre　etPeragallo 一 1 3 1 一

S枷o罵n∫ε伽わα1わol（Brun）Femer 一 1 一 一 一

5。　　　　P7α6伽わo’（Sc㎞ader）Femer 一 一 1 一 冒

S吻hαη080脚加nzの膨Kanaya ” 2 一 層 一

丁肋」硲s∫on8〃昭hかos‘zた’επs’s　（Kanaya）Schrader 3 騨 6 4 一

7　　　　　擁25ch’o∫4θ5（Grunow）H．etM．Peraga110 100 68 60 62 82

T㎞Z侭s’osかα81μno瞬∫Akiba　et　Yanagisawa 一 一 1 一 一

T　　　cf　　εε醒ρ878’（Bnm）Akiba　et　Yanagisawa 一 一 1 一 一

T，　c£　　yαわ8∫（Kanaya）Akiba　et　Yanagisawa 一 1 1 一 一

丁加」儒∫o伽’x’on8’ss’㎜CleveetGmow 4 1 4 2 1
77∫08r碑㎜con4εoo1瑚2B亘ghtwell 一 甲 1 一 一

Mlscellaneous 13 8 18 18 20

Total　number　ofvalves　counted 126 105 120 101 110

Res廿ngsporeof　Ch昭ooε705 69 96 81 93 87
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されているので，試料No．3からNo27までは確実に

nヵm64吻oゆ加Zone（NPD5B）に対比される．最上部

の試料No．28には，nヵ昭64珈oゆ肋は認められないが，

P．餌麗4加oゆ勉の産出頻度が全体に低く，明らかにこ

の化石帯の中に入ると認定される試料（例えばNo．8，11，

12，13，22，24）でも本種が産出していないこと，更に，後

述する奥田一赤沼ルート（R－3）において上位の鳩山砂岩

シルト岩部層の最下部からも同種が産出することを考慮

すると，試料No28も本化石帯に属すると考えられる．

　R－1’は，R－1の東隣の支谷のルートであり，層準的

にはR－1の最上部に相当する．このルートの試料も極

めて低い頻度ではあるがnヵ膨4吻oゆ肋を含み（ただ

し，試料No．30を除く），nヵ㎜64魏oゆ肱Zoneに認定

される．

　将軍沢ルート（R－2）は，層準的には根岸一奥田ルート

（R－1）の上部に相当する（第4図）．R－1と同様に不連続

的ながらD．ヵ鰯64吻o勿hαが産出するため，このセク

ションもn力鵤6漉窺oゆh召Zone（NPD5B）に対比される

（第2表）．

　奥田一赤沼ルート（R－3）には，大橋層の鳩山砂岩・シ

ルト岩部層と今宿砂岩部層が露出している．それらのう

ち鳩山砂岩シルト岩部層最下部より採取した試料No．4

からはρ．餌召64勉oゆhαが産出することから，少なく

ともこの層準まではnヵ勉64伽oゆ加Zone（NPD5B）に

対比される（第2表）．より上位の鳩山砂岩シルト岩部層

から採取した試料No。1－3，及び今宿砂岩部層のNo．7か

らはP・ρ昭6漉別oゆhαの産出を欠きD6擁o％loヵsズs

s枷ons6吻4Zλ観忽碗sを含む珪藻化石群集が産出した．

試料No．1及びNo．2にThσ嬬3乞os加cf．翅66」が認めら

れることから，上記の群集がAkiba（1986）の
丁肋伽s乞os枷翅6切Zone（NPD5C）に相当すると判断さ

れる．

5．2岩殿丘陵中新統の微化石・年代層序

　本研究の結果から得られた珪藻化石層序と，既に報告

のある浮遊性有孔虫化石，フィショントラック年代を基

に，本地域の中新統の微化石・年代層序をまとめた（第

5，6図）．なお，本論文では尾田（1986）による微化石年

代尺度と用いた．

　最下部の上唐子層からは，現在のところ年代決定に有

効な微化石の正式な報告はない．しかし，栗原
（1994MS）によれば，都幾川支流の槻川左岸嵐山町千手

堂付近（第2図のD地点；間嶋（1989）の図11の柱状図

4）に分布する本層のシルト岩から，D6競6躍の廊

」側孟召（Bailey）Simonesen，五）ゴoh魏側α6Yanagisawa　et

Akiba，Cα∂吻劾s佐％060Z磁碗πs　Akiba　et　Hiramatsuを

含み，D6％痂％Joφ廊ヵ観6伽孟αAkiba　et　Koizumi，n

罐観oσYanagisawa　et　Akibaを伴わない珪藻化石群集

が産出する．この群集組成は，Yanagisawa　and　Akiba

（1990）及びAkibaα磁（1993）による珪藻種の産出年代

範囲のデータから判断すると，Akiba（1986）の

jD8％批％1のs乞s伽如Zone（NPD4A）の下部に位置づけら

れる．したがって，上唐子層の少なくとも一部はn

J翻如Zone下部に相当すると言える．

　岩殿層については，底生・浮遊性有孔虫化石及び珪藻

化石によって比較的確度の高い年代の決定が可能である．

神戸礫岩部層からは松丸・林（1980）によって，吻hフη一

1のリォ4ヵzごzノの）onJαz　（Yabe），ノ〉。ごz多zgz610sごz　（Provale），

の6z6％12％α60彫錫伽伽勿o％吻（Hanzawa）などの大型

有孔虫化石が報告されており，この群集はBlow（1969）

のN．9の最下部を示すと解釈されている（Matsumaru6オ

α1．，1982）．小池ほか（1985）は，根岸砂岩部層及び将軍

沢シルト岩部層下部から，Gloδo名o如1宛餌吻h6名oαo％如

Blow　et　Bannerが，将軍沢シルト岩部層最下部から

GJoわoz吻伽cf癬o観oono14昭Waltersが，更に将

軍沢シルト岩部層下部の凝灰岩1－6の直上から
助h磁％o翻％61Joφsゑs　s％646h乞s6伽s（Blow）が産出するこ

とから，根岸砂岩部層をN．10に，将軍沢シルト岩部層

下部をN．11－N．13に対比している．しかし，これらの

浮遊性有孔虫化石の正確な産出地点は明らかでない．一

方，Matsumaru6砲以1982）は，彼らの鎌形層及び神戸

層下部から，．P㎜60狛％1ズnαgJo解8名osαglo彫6zo脇（Blow），

P　glo窺εzosα　6％7∂α　（Blow），　Oz枷1吻α　観吻6駕α

d℃rbignyを含む浮遊性有孔虫化石群集を報告し，これ

らをN．9最下部に位置づけた．その後，小池ほか（1985）

は，Matsumaru6≠磁（1982）の化石産出地点を根岸砂岩

部層に属するものと推定し，本部層の一部はN．9に相

当するものと解釈した．しかし，Matsumaru8渉認

（1982）の浮遊性有孔虫産出地点はいずれも，小池ほか

（1985）の根岸砂岩部層の上部又は最上部の層準にある可

能性もあり，小池ほか（1985）のデータとは必ずしも整合

しない．しかし，以上の資料を総合的に判断すると，現

在のところ神戸礫岩部層はほぼN．9に，また根岸砂岩

部層はほぼN．9－10に対比しておくのが妥当であろう

（第5図）．

　将軍沢シルト岩部層については，小池ほか（1985）は浮

遊性有孔虫によって本部層下部をBlow（1969）のN．11－

13に位置づけている．一方，本研究における珪藻化石

層序の検討結果は，本部層が最下部（凝灰岩1－6以下）を

除いてAkiba（1986）のZ》。ヵ昭6漉窺oゆhαZone（NPD5B）

に相当することを示す．この結果は，小池ほか（1985）の
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第5図　岩殿丘陵に分布する中新統の浮遊性微化石層序及びフィッショントラック年代

Fig．5Plankton　biostratigraphy　and　fission　track　ages　of　the　Miocene　sequence　in　the　Iwadono　Hi1L

浮遊性有孔虫化石のデータと大きくは矛盾しないが，層

厚を考慮すると，本部層最下部及び基底の年代について

は，浮遊性有孔虫化石の方が珪藻化石よりはやや古い年

代を与えているように見える．

　大橋層については，本研究によってはじめて明確な年

代が明らかになった．鳩山砂岩・シルト岩部層最下部の

みは，Z）．ヵ勉6漉窺oゆhαZone（NPD5B）にかかるが，本

部層の主部は丁錫66乞Zone（NPD5C）に対比される．

また，今宿砂岩部層についても同様に丁塀伽Zoneに

対比される．

　一方，Kasuya（1987）は，岩殿層中に挟在する凝灰岩

のうち1－1，1－8及びH2についてフィショントラック

年代の測定を行い，その年代値としてそれぞれ15．2±

0．9Ma，12．7±0．8Ma，及び11．9±0．8Maの年代値を報

告している（第5図）．

　第6図に示したように，本地域の中新統に関する各種

の微化石層序及びフィッショントラック年代値は，後述

する11－12Ma前後における微化石年代とフィッション

トラック年代との系統的なずれを除けば，おおむね一致

し相互に大きな矛盾はない．ただし，前述のように大橋

層の根岸砂岩部層から将軍沢シルト岩部層最下部にかけ

ての微化石データの間にやや不一致が認められる．この

食い違いの原因については種々の可能性が考えられるが，

小池ほか（1985）では浮遊性有孔虫化石の産出地点や群集

一664一
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第6図　岩殿地域と富岡地域の層序対比図

Fig．6　Correlation　between　the　Neogene　sequence　in　Iwadono　area　and　that　in　Tomioka　area．
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内容が示されておらず，またMatsumaruε頻取1982）で

も正確な試料採取地点が特定できないため，これ以上の

詳しい議論は不可能である．

　なお，本論文では上唐子層と神戸礫岩部層の層序関係

は不整合としているが，この不整合に関してはその存在

や不整合の根拠に関して研究者の間で見解が一致してい

ない（松丸・林，1980；小池ほか，1985；間嶋，1989）．今

後，微化石層序学的な手法を用いて，この問題を解決す

ることが必要であろう．

5．3富岡地域の中新統との対比

　富岡地域の中新統については，従来から数多くの微化

石・年代層序学的研究が行われてきており，本地域の新

第三系との対比が可能である（第6図）．富岡地域の中新

統の層序区分に関しては，従来よりいくつかの異なった

層序区分体系が提案されていて，統一されていないが，，

ここでは最近この地域の層序の再検討を行った大石・高

橋（1990）の層序区分を用いる．それによると，富岡地域

の中新統は，下位より牛伏層・小幡層・井戸沢層・原田

篠層・庭谷層・原市層及び板鼻層から構成される（第6

図〉．

　これらの中新統については，Matsumaru（1967），

Takayanagi6渉磁（1976），高柳ほか（1978），千地・紺田

（1978）及び大石・高橋（1990）など多くの微化石層序学的

がある．それらによると，小幡層・井戸沢層・原田篠層

及び庭谷層の下部は，Blow（1969）の浮遊性有孔虫化石

帯のN．8に，庭谷層の上部がN．9－N．10に，そして原市

層はN．10ないしN．11－N．14に対比される．また，石灰

質ナンノ化石では，小幡層がOkada　and　Bukry（1980）

のCN3に，井戸沢層・原田篠層及び庭谷層がCN4に，

また原市層の大部分がCN5a－5bとされる．

　これらの微化石資料に基づいて，岩殿丘陵と富岡地域

の中新統は対比することができる（第6図）．まず岩殿丘

陵の新第三系最下部の上唐子層は，NPD4A下部に相

当する珪藻化石群集を含むことから，年代的にみて富岡

地域の小幡層又は井戸沢層に対比できる可能性が高い．

その上位の岩殿層神戸礫岩部層と根岸砂岩部層は，浮遊

性有孔虫化石がN．9－N．10を示すことから，庭谷層に対

比できる．また，将軍沢シルト岩部層は，珪藻化石が
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NPD5B，浮遊性有孔虫化石がN．11－N．13を示すこと

から，富岡地域の原市層の中一下部に対比が可能である．

大橋層鳩山砂岩・シルト岩部層は，珪藻化石帯のNPD

5B－5Cであり，原市層上部に対比できる．更に今宿砂

岩部層は珪藻化石帯のNPD5Cと考えられ，富岡地域

の板鼻層下部に対比される可能性が高い．

　ところで，富岡地域では，原市層中上部に挟在する北

村凝灰岩と馬場凝灰岩について，極めて信頼性の高い

K－Ar年代（柴田ほか，1979；高橋ほか，1992），Ar－Ar年

代（高橋ほか，1992）及びフィショントラック年代

（Kasuya，1987）が測定されている（第6図）。高橋・林

（1991）は，凝灰岩に含まれるジルコン結晶の形態学的特

徴に基づいて，北村・馬場の両凝灰岩を岩殿丘陵の1唱

（将軍沢凝灰岩）と1－12（奥田凝灰岩〉にそれぞれ対比し

ており，この対比は本論でまとめた微化石層序学に基づ

く両地域の新第三系の対比と整合的である．ただし，両

地域ともその測定値は微化石年代尺度による年代推定値

よりも系統的に古く出ている．これは高橋ほか（1992）も

論じているように，微化石年代尺度を作成する際の地磁

気異常と古地磁気層序の対比に関連した問題点に起因す

る可能性がある．

　富岡地域では大石・高橋（1990）が，“庭谷不整合”と呼

んだ顕著な部分不整合が庭谷層基底に認められる．この

不整合は，高柳ほか（1978）が微化石の産出状況及び野外

の状況証拠から富岡地域の庭谷層の基底に認めたもので，

大石・高橋（1990）は，この不整合がNE－SW方向の圧縮

応力のもとで地層が座屈糟曲し背斜部が削剥されて形成

されたことを示した．この庭谷不整合は，岩殿丘陵にお

ける上唐子層と神戸礫岩部層の間に推定されている不整

合に対比される可能性がある．

　以上のように，岩殿丘陵の新第三系と富岡地域の新第

三系は，微化石層序及び年代層序によって対比を行うこ

とができた．両地域では，不整合の時期や岩相変化の時

期もほぼ一致しており，ほとんど同じような構造発達史

を経てきたものと考えられる．

6．おわりに

　埼玉県岩殿丘陵に分布する中新統について珪藻層序学

的研究を行った結果，以下のような結論を得た．

　（1）岩殿層の将軍沢シルト岩部層は，最下部を除いて

大部分はZ）6窺翻Joφsゑs伽364伽oゆ勉Zone（NPD5B）に

対比される．また，大橋層の鳩山砂岩・シルト岩部層は

最下部がnヵ彫64加oゆ加Zone（NPD5B）に含められる

が，主体はTh4伽sづos癩翅66づZone（NPD5C）に対比さ

れる．更に，大橋層の今宿砂岩部層もT　yの6ズZone

（NPD5C）に対比される．

　（2）本研究における珪藻化石のデータとこれまで報告

のあった浮遊性有孔虫，フィショントラック年代を総合

して，本地域の中新統に関する年代層序を明らかにする

ことができた．

　（3）本地域の新第三系と富岡地域の新第三系を対比し

た結果，上唐子層が富岡地域の小幡層又は井戸沢層に，

岩殿層の神戸礫岩部層から根岸砂岩部層が富岡地域の庭

谷層に相当し，同じく岩殿層の将軍沢シルト岩部層から

大橋層の鳩山砂岩・シルト岩部層が原市層に，更に大橋

層上部の今宿砂岩部層がそれぞれ板鼻層に対比されるこ

とがわかった．

　ところで，本邦における新第三紀珪藻化石層序学は，

従来主に北日本地域を中心として研究が進められてきて

おり，関東山地周辺では，田中ほか（1983）及びMaru－

yama（1984）が，群馬・長野県境の碓氷峠付近の1地点

からZ）6魏づ6％♂oφs乞s伽如Zone（NPD4A）に認定される珪

藻化石群集を報告しているのみであった．今回の研究に

よって，珪藻化石層序が関東地域においても，中新統の

年代決定や対比に非常に有効であることが確かめられた．

今後，年代に関する資料に乏しい地域（例えば比企丘陵

や小川盆地）の中新統についても，珪藻化石の検討を行

うことにより，地層の年代・対比に関する貴重なデータ

が得られるものと期待される．
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教授及び栗原行人氏には，上唐子層の珪藻化石に関する

未公表資料の引用を許可していただいた．パリノ・サー

ヴェイ株式会社研究所の小野騎一研究所長（当時）及び鹿

島建設株式会社技術研究所の服部　仁博士（当時地質調

査所地質部長）には，本研究を理解していただき便宜を

はかっていただいた．パリノ・サーヴェイ株式会社研究
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β％1♂6あ％　（～プ孟h6080109廊6zl　Sz67砂¢y　6ゾノψごz％，レbl．45，〈b．ヱヱ

Plate1 Transmitted　light　micrographs．

1　　　且o渉初o（汐61z6s　ooホo多zσ魏6s　Ehrenberg

　　　　　　　　　Sample　No．3，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

2　　。40枷oの61％s惣6％s　f．づ彫％s（Rattray）Whiting　et　Schrader

　　　　　　　　　Sample　No．3，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

3　　　∠40オ勿zoゆ砂6hz6s　s6％σ万z6s（Ehrenberg）Ehrenberg

　　　　　　　　　Sample　No．3，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

4　　。4ψ6づ枷6編oづ（Kanaya）Sims　et　Fryxell

　　　　　　　　　Sample　No．7，R－3，Imajuku　Sandstone　Member

5　　・4ψ6露宛∂癩畝ss吻α（Pantocsek）Sims

　　　　　　　　　Sample　No．7，R－3，Imajuku　Sandstone　Member

6　　　　葡召lo4乞s6z6s　o6so彪汝％s　Sheshukova

　　　　　　　　　Sample　No．4，R－3，Hatoyama　Sandstone／Siltstone　Member

7a／b　T肋耽s乞os禰cf．彪吻6吻（Brm）Akiba　et　Yanagisawa

　　　　　　　　　Sample　No．7，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

8　　　Thα嬬sズos枷cf．孟6彫汐6吻（Brun）Akiba　et　Yanagisawa

　　　　　　　　　Sample　No．3，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

9　　　Thσ嬬sづos加cf．招ゐ6Z（Kanaya）Akiba　et　Yanagisawa

　　　　　　　　　Sample　No．8，R－1，Shogunzawa　Si！tstone　Member
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β％1乙G6・乙S鋸鍬勿碗yb乙4◎No．ヱヱ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pあ彪1

　　　　　　　　　　　礁麟灘　　　　　　　戴
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Plate2

B％ll6あ％　（ゾ　差h806010gZoαl　Sz67z261y　ρノノ砂α多z，Vbl．45，ハπ）。ヱヱ

Transmitted　light　micrographs．

10　　Thα嬬s乞os乞窺餌麗痂伽1％s　Akiba

　　　　　　　　Sample　No．8，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

ll　　　　Th6泌6zssづosづ名召sp．

　　　　　　　　Sample　No．3，R－1，Shogullzawa　Siltstone　Member

12　〃610s吻sp．

　　　　　　　　Sample　No．3，R4，Shogunzawa　Siltstone　Member

13　　P翻召1凌z　sz61αz如（Ehrellberg）Cleve

　　　　　　　　Sample　No．3，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

14　　P召鵤1宛sz61αz勧（Ehrellberg）Cleve

　　　　　　　　Sample　No。7，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

15　　∠40枷oのノ61％s611膨づ6％s　Grunow　in　Van　Huerck

　　　　　　　　Sample　No．8，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

16a／b　C7％o才46窺σ6％彪吻60わ砿Joα（Grunow）Akiba　et　Yanagisawa

　　　　　　　　Sample　No．8，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

17a／b　C鰯o嘱6窺露％」αρ観o鰯召（Schrader）Akiba　et　Yanagisawa

　　　　　　　　Sample　No．5，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Membe

18a／b　Z）6π乞6κlo望）sゑsゼ6h♂肋ω召6Yanagisawa　et　Akiba

　　　　　　　　Sample　No．3，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

l9a／b　Z）6窺づoκloφs乞s　sσ％zo％s6％露Yanagisawa　et　Akiba

　　　　　　　　Sample　No．7，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

20a／b　Z）6π乞o％loφsズs　s吻o％s6勉乞Yanagisawa　et　Akiba

　　　　　　　　Sample　No．3，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

21a／b　Z）6蛎ズ6％妙s乞s観⑫召7ゑs（Okuno）Yanagisawa　et　Akiba

　　　　　　　　Sample　No．5，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

22a／b　P6％あ6％loゆs乞s捌忽o漉（Okuno）Yanagisawa　et　Akiba

　　　　　　　　Sample　No．4，R－1，Shogmzawa　Siltstone　Member

23a／b　Z）6窺Jo％loφs乞s　s吻o％s6％ガYanagisawa　et　Akiba

　　　　　　　　Sample　No．15，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

24a／b1）6魏づo％loφs乞s餌召64魏oゆhαvar．餌％漉〃zoゆhαBarron　ex　Akiba

　　　　　　　　　Sample　No．17，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

25a／b　Z）6n渉づ6％loψs乞s餌召6漉解oゆh召var．勿％4伽oゆhσBarron　ex　Akiba

　　　　　　　　　Sample　No．6，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

26　　D6窺乞6％loφs乞s餌鷹4才郷oゆhαvar．加麗4吻oゆhαBarron　ex　Akiba

　　　　　　　　　Sample　No．3，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

27　　Z）6卿づ6％♂oφs乞s餌磁41別oゆhαvar．勿％4加oゆhαBarron　ex　Akiba

　　　　　　　　　Sample　No．3，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

28a／b　Z）6彫乞6％loφs乞s餌切64吻oゆhαvar．彫初07Yanagisawa　et　Akiba

　　　　　　　　　Sample　No．4，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member
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Plate3 Transmitted　light　micrographs．

29　　　Tフ！206名とzあz6窺　oo％46σ07～ρ邦　Brightwell

　　　　　　　　Sample　No．4，R－1，Shogmzawa　Siltstone　Member

30　　P伽％〃わ1宛ケ飴鰯6h乞ごz如Emissee

　　　　　　　　Sample　No．4，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

31　　　S孟4）hごz％ogo多z宛hα％2α砂θα（3Kallaya

　　　　　　　　Sample　No．3，R－1，Shogmzawa　Siltstone　Member

32　Eκ6α卿宛sp．A

　　　　　　　　Sample　No．7，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

33　　漁6わ6α彪肱乞s（Brun）Akiba

　　　　　　　　Sample　No．7，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

34　磁オ吻吻sp．

　　　　　　　　Sample　No．3，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

35　　Pzo60s磁謡σ如（Brightwe11）Sulldst6m

　　　　　　　　Sample　No．5，R－1，Shogmzawa　Siltstone　Member

36　　Rh劾so彪痂召吻1⑳7痂s　Brightwell

　　　　　　　　Sample　No．5，R－1，Shogしmzaw＆Siltstone　Member

37　　　ム～h乞20sol6多z勿h（め6如如f．h毎箆彫」おGran

　　　　　　　　Sample　No．4，R－3，Hatoyama　Sandstone／Siltstone　Member

38　　　Rh澹osol6％宛ηzJo6ωzJαz　Schra（ier

　　　　　　　　Sample　No．7，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

39　　ノ～o礁毎6α1物7％初Peragallo　in　Tempere　et　Peragallo

　　　　　　　　Sample　No．1，R－3，Hatoyam縦Sandstone／Siltstone　Member

40　C旙汝伽s加s襯％s（Sheshukova〉Williams

　　　　　　　　Sample　No。7，R－1，Shogunzawa　Siltstone　Member

41　Th吻ss加6耀航zs6hlo魏8（Grunow）H．et　M．Peraga110

　　　　　　　　Sample　No．1，R－3，Hatoyam3Sandstone／Siltstone　Member
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